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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、二重特異性マイトジェン活性化プロテインキナーゼキナーゼ（MAPKK）ファミリーに関連するセリン／スレオニンキナーゼをコードしています。このキナーゼの触媒活性には、有糸分裂期のリン酸化が必要であることが示唆されています。この有糸分裂期キナーゼは、リンパ球細胞の活性化に関与し、Ticular機能をサポートする可能性があり、精子形成過程における役割が示唆されています。
	研究分野
	細胞生物学
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	PBK 抗体を使用した C6 溶解物中の PBK/SPK のウエスタン ブロット分析。
	

	PBK/SPK 抗体を使用した、Hela、A549、HL-60、U2OS 溶解物中の PBK/SPK のウエスタン ブロット分析。
	

	PBK/SPK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

